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縦
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収
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収
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収
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２
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続
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始
決
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〇

規

則

　

知
事
の
職
務
を
代
理
す
る
副
知
事
の
順
序
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
十
四
号

　
　
　

知
事
の
職
務
を
代
理
す
る
副
知
事
の
順
序
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

知
事
の
職
務
を
代
理
す
る
副
知
事
の
順
序
を
定
め
る
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則
（
平
成
十
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年
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則
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十
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す
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。
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端
章
好
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好
昭
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野
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を
「
遠
藤
信
哉
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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訓

令

甲

〇
宮
城
県
訓
令
甲
第
四
号

　

副
知
事
の
担
当
事
務
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

副
知
事
の
担
当
事
務
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

副
知
事
の
担
当
事
務
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
八
年
宮
城
県
訓
令
甲
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　

第
二
号
ロ
中
「
環
境
の
保
全
及
び
県
民
生
活
」
を
「
総
務
企
画
一
般
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
商
業
、
工
業
、
農
業
、

林
業
及
び
水
産
業
」
を
「
保
健
衛
生
及
び
社
会
福
祉
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
労
働
」
を
「
土
木
及
び
建
築
」
に
改
め
、

同
号
ホ
中
「
公
営
企
業
」
を
「
会
計
及
び
監
査
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ヘ　

教
育
及
び
警
察
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
三
号
イ
中
「
総
務
企
画
一
般
」
を
「
環
境
の
保
全
及
び
県
民
生
活
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
保
健
衛
生
及
び
社
会

福
祉
」
を
「
商
業
、
工
業
、
農
業
、
林
業
及
び
水
産
業
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
土
木
及
び
建
築
」
を
「
労
働
」
に
改

め
、
同
号
ニ
中
「
会
計
及
び
監
査
」
を
「
公
営
企
業
」
に
改
め
、
同
号
ホ
を
削
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
十
号

　

青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
条
例
第
十
三
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
も
の

を
青
少
年
に
有
害
な
図
書
類
と
し
て
指
定
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
図
書
類

番
号

種　
　

類

図　
　

書　
　

類　
　

の　
　

名　
　

称

発　
　

行　
　

所

一

雑

誌

Ｙ
ｏ
ｕ
ｎ
ｇ　

Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ　

Ｃ
ｏ
ｍ
ｉ
ｃ　
ａ
ｙ
ａ

３　

２
０
１
９　

Ｍ
ａ
ｒ
ｃ
ｈ

　

１
８
８
１
５－

０
３

宙
お
お
ぞ
ら
出
版

二三四五六七八

雑

誌

雑

誌

雑

誌

雑

誌

雑

誌

雑

誌

雑

誌

恋
愛
天
国
パ
ラ
ダ
イ
ス　

２
０
１
９　

３　

Ｍ
ａ
ｒ
．

　

０
９
６
７
５－

３

ビ
ー
ボ
ー
イ
ゴ
ー
ル
ド　

２
０
１
９　

２
月
号

　

１
７
７
７
９－

０
２

実
話
Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ａ
タ
ブ
ー　

４
月
号　

２
０
１
９

　

０
５
３
７
５－

０
４

Ｅ
Ｘ
Ｍ
Ａ
Ｘ
！　

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ

ｖ
ｏ
ｌ
．
１
３
１

　

０
２
０
９
２－

３

Ｅ
Ｘ
Ｍ
Ａ
Ｘ
！　

Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｕ
Ｘ
Ｅ　

２
０
１
９
年　
　

早
春
特
大
号

　

６
７
９
８
４－

９
３

禁
断
映
像
封
印
解
禁
ス
ペ
シ
ャ
ル

昭
和
＆
平
成
１
０
０
年
の
闇　

怪
奇
事
件
簿

　

１
７
８
４
４－

３

裏
マ
ニ
ア
ッ
ク
ス　

極
太
裏
事
典　

Ｍ
Ａ
Ｘ

　

６
４
２
４
７－

４
０

株
式
会
社
竹
書
房

株
式
会
社
リ
ブ
レ

株
式
会
社
コ
ア
マ
ガ
ジ
ン

株
式
会
社
ぶ
ん
か
社

株
式
会
社
ぶ
ん
か
社

マ
イ
ウ
ェ
イ
出
版
株
式
会

社株
式
会
社
三
才
ブ
ッ
ク
ス

二　

指
定
理
由

　

 　

図
書
類
の
内
容
が
、
一
か
ら
六
の
図
書
類
に
あ
っ
て
は
、
著
し
く
性
的
感
情
を
刺
激
し
、
七
の
図
書
類
に
あ
っ
て

は
、
著
し
く
性
的
感
情
を
刺
激
し
、
か
つ
甚
だ
し
く
残
忍
性
を
有
し
、
八
の
図
書
類
に
あ
っ
て
は
、
著
し
く
犯
罪
を

誘
発
す
る
た
め
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
十
一
号

　

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
病
院
を

救
急
病
院
と
認
定
し
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

認
定
年
月
日

認
定
の
有
効
期
限

国
民
健
康
保
険
川
崎
病

院

川
崎
町
大
字
前
川
字
北
原
二
十

三

－

一

平
成
三
十
一
年
三
月
十

七
日

平
成
三
十
四
年
三
月
十

六
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
十
二
号

　

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
計
量
器
の
定
期
検
査
を
次
の
と
お
り

実
施
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日
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宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

実
施
年
月
日

実　

施　

区　

域

検
査
受
付
時
間

実
施
の
場
所

平
成
三
十
一
年

五
月
八
日

栗
原
市

金

成

午
前
十
一
時
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

金
成
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
Ｊ
Ａ
栗
っ
こ
金
成
中
央
支
店
裏
）

　

同
五
月
十
日

栗
原
市

若

柳

午
前
十
一
時
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

若
柳
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

　

同
五
月
十
三
日

栗
原
市

栗

駒

午
前
十
一
時
か
ら

午
後
二
時
ま
で

栗
駒
保
健
セ
ン
タ
ー

　

同
五
月
十
四
日

栗
原
市

栗

駒

午
前
十
一
時
か
ら

午
後
二
時
ま
で

栗
駒
保
健
セ
ン
タ
ー

　

同
五
月
十
五
日

栗
原
市

鶯

沢

午
前
十
一
時
か
ら

正
午
ま
で

鶯
沢
振
興
セ
ン
タ
ー

　

同
五
月
十
七
日

栗
原
市

瀬
峰
・
高
清
水

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

正
午
ま
で

高
清
水
総
合
支
所

　

同
五
月
二
十
日

栗
原
市

一
迫
・
花
山

午
前
十
一
時
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

一
迫
公
民
館

　

同
五
月
二
十
一
日

栗
原
市

築
館
・
志
波
姫

午
前
十
一
時
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

築
館
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

　

同
五
月
二
十
二
日

栗
原
市

築
館
・
志
波
姫

午
前
十
一
時
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

築
館
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

　

同
五
月
二
十
七
日

利
府
町

全

域

午
前
十
時
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

仙
台
農
業
協
同
組
合
東
部
営
農

セ
ン
タ
ー

　

同
五
月
二
十
八
日

利
府
町

全

域

午
前
十
時
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

仙
台
農
業
協
同
組
合
東
部
営
農

セ
ン
タ
ー

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
十
三
号　

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
営
土
地
改
良
事

業
王
沢
地
区
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ

り
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二
第
四
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十

七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
審
査
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
審
査
請
求
の
ほ
か
、
こ
の
換
地
計
画
が
定
め
ら

れ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
、
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
、
仙
台
地
方
裁
判
所
に
換
地

計
画
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

換
地
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
四
月
十
八
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

栗
原
市
役
所

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
十
四
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

石
巻
市
渡
波
字
大
森
一
九
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

魚
つ
き

三　

解
除
の
理
由

　
　

指
定
理
由
の
消
滅

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
石
巻
市
役
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
十
五
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
を
解
除
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　

 　

本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字
大
沼
一
七
七
の
一
、
一
七
七
の
一
三
か
ら
一
七
七
の
一
五
ま
で
、
字
小
沼
一
一
〇
の
六
、

字
板
橋
一
七
六
の
一
〇

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

魚
つ
き

三　

解
除
の
理
由

　
　

道
路
用
地
と
す
る
た
め
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〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
十
六
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　
　

栗
原
市
花
山
字
草
木
沢
向
小
田
四
の
一

二　

指
定
の
目
的

　
　

水
源
の
涵か

ん

養

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　

㈡ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈢　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。　

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
栗
原
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
十
七
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。　　
　

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　
　

栗
原
市
花
山
字
草
木
沢
大
滝
山
九
の
二
、
一
二
の
一
、
字
草
木
沢
大
滝
五
の
一
、
字
草
木
沢
向
田
四
の
一

二　

指
定
の
目
的

　
　

水
源
の
涵か

ん

養

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　

㈡ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈢　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。　

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
栗
原
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
十
八
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

気
仙
沼
市
大
向
二
五
の
六
・
四
〇
の
四
（
以
上
二
筆
国
有
林
）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

魚
つ
き

三　

解
除
の
理
由

　
　

指
定
理
由
の
消
滅

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
十
九
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

宮
城
郡
七
ケ
浜
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

飛
砂
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
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整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

宮
城
郡
七
ケ
浜
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

潮
害
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

三
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

宮
城
郡
七
ケ
浜
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

名
所
又
は
旧
跡
の
風
致
の
保
存

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
七
ヶ
浜
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
二
十
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

遠
田
郡
涌
谷
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

名
所
又
は
旧
跡
の
風
致
の
保
存

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　

㈡ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈢　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
涌
谷
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
二
十
一
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ

た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

大
崎
市
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
大
崎
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。



第3043号　平成31年３月19日　火曜日 （6）宮　　城　　県　　公　　報
　
　

㈡ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈢　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
大
崎
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
二
十
二
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ

た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

加
美
郡
加
美
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　

㈡ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈢　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
加
美
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
二
十
三
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ

た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

加
美
郡
加
美
町
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
加
美
郡
加
美
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

水
源
の
涵か

ん

養

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　

加
美
郡
加
美
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）　

　
　

㈡　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

　
　

㈢ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈣　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
加
美
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
二
十
四
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ

た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

加
美
郡
加
美
町
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
加
美
郡
加
美
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。
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㈡ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈢　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
加
美
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
二
十
五
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ

た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

加
美
郡
加
美
町
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
加
美
郡
加
美
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

水
源
の
涵か

ん

養

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。　

　
　

㈡ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈢　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
加
美
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
二
十
六
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ

た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

加
美
郡
加
美
町（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、加
美
郡
加
美
町（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

加
美
郡
加
美
町
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

落
石
の
危
険
の
防
止

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
加
美
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
二
十
七
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。
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そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

道　

路　

名　

塩
釜
吉
岡
線

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

黒
川
郡
大
和
町
鶴
巣
鳥
屋
字
新
宮
田
二
番
一
地
先

か
ら
同
郡
同
町
鶴
巣
鳥
屋
字
壇
ノ
輿
五
五
番
五
地
先
ま

で

前

一
四
・
〇
〜

 

五
〇
・
〇

 

三
八
二
・
〇

後

一
二
・
〇
〜

 

五
三
・
〇

 

三
八
二
・
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
二
十
八
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

塩
釜
吉
岡
線

黒
川
郡
大
和
町
鶴
巣
鳥
屋
字
新
宮
田
二
番
一
地
先
か
ら

同
郡
同
町
鶴
巣
鳥
屋
字
壇
ノ
輿
五
五
番
五
地
先
ま
で

平
成
三
十
一
年

 

三
月
十
九
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
二
十
九
号

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
七
条
第
一
項
及
び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
に
指
定
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

区
域
の
名
称

土
砂
災
害

の
発
生
原

因
と
な
る

自
然
現
象

の
種
類

区　

域　

の　

所　

在　

地

建
築
物
の
構

造
の
規
制
に

必
要
な
衝
撃

に
関
す
る
事

項

縦
覧
場
所

日
向
沢
２

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
小
斎
字
日
向
、
字
羽
山
、
字

上
舘
（
次
の
図
の
と
お
り
）

次
の
図
の
と

お
り

宮
城
県
土
木
部
防

災
砂
防
課
及
び
宮

城
県
大
河
原
土
木

事
務
所

日
向
東
の
沢

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
小
斎
字
日
向
、
字
上
舘
（
次

の
図
の
と
お
り
）

林
崎
沢

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
小
斎
字
林
崎
（
次
の
図
の
と

お
り
）

源
太
郎
沢

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
小
斎
字
源
太
郎
（
次
の
図
の

と
お
り
）

郷
ノ
目
沢

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
小
斎
字
郷
ノ
目
（
次
の
図
の

と
お
り
）

芳
ヶ
沢
の
沢

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
大
内
字
芳
ヶ
沢
（
次
の
図
の

と
お
り
）

桜
田
沢

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
大
内
字
桜
田
、
字
明
光
沢

（
次
の
図
の
と
お
り
）

大
平
沢

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
大
内
字
大
平
（
次
の
図
の
と

お
り
）

羽
山
沢
２

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
大
内
字
三
代
河
原
、
字
西
向

中
、
字
岩
城
西
（
次
の
図
の
と
お
り
）

西
畑
沢

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
舘
矢
間
山
田
字
西
畑
、
字

西
、
字
東
、
字
上
（
次
の
図
の
と
お
り
）

小
巻
沢

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
舘
矢
間
山
田
字
小
巻
（
次
の

図
の
と
お
り
）

土
手
添
沢

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
舘
矢
間
山
田
字
沼
田
、
字
土

手
添
、
字
新
土
手
添
、
字
弁
財
天
、
字
永
作

（
次
の
図
の
と
お
り
）

永
作
沢

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
舘
矢
間
山
田
字
永
作
、
字
新

土
手
沢
（
次
の
図
の
と
お
り
）

小
坂
沢

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
舘
矢
間
山
田
字
鍋
石
、
字
小

坂
（
次
の
図
の
と
お
り
）

市
ノ
沢
の
沢

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
舘
矢
間
山
田
字
市
ノ
沢
（
次

の
図
の
と
お
り
）

上
沢

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
舘
矢
間
松
掛
字
上
（
次
の
図

の
と
お
り
）

土
手
沢

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
舘
矢
間
松
掛
字
土
手
、
伊
具

郡
丸
森
町
松
掛
字
新
薬
師
堂
（
次
の
図
の
と

お
り
）
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関
場
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

伊
具
郡
丸
森
町
舘
矢
間
木
沼
字
関
場
、
角
田

市
角
田
字
野
田
（
次
の
図
の
と
お
り
）

田
ノ
入

急
傾
斜
地

の
崩
壊

伊
具
郡
丸
森
町
舘
矢
間
木
沼
字
田
ノ
入
、
字

寺
前
（
次
の
図
の
と
お
り
）

入
屋
敷

急
傾
斜
地

の
崩
壊

伊
具
郡
丸
森
町
舘
矢
間
木
沼
字
入
谷
地
、
字

入
屋
敷
（
次
の
図
の
と
お
り
）

市
子
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

伊
具
郡
丸
森
町
舘
矢
間
山
田
字
市
子
沢
（
次

の
図
の
と
お
り
）

鶴
巻

急
傾
斜
地

の
崩
壊

伊
具
郡
丸
森
町
舘
矢
間
松
掛
字
宮
田
（
次
の

図
の
と
お
り
）

牛
田

急
傾
斜
地

の
崩
壊

伊
具
郡
丸
森
町
舘
矢
間
山
田
字
牛
田
（
次
の

図
の
と
お
り
）

一
ノ
迫

急
傾
斜
地

の
崩
壊

伊
具
郡
丸
森
町
小
斎
字
一
ノ
迫
（
次
の
図
の

と
お
り
）

遠
藤
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

伊
具
郡
丸
森
町
小
斎
字
遠
藤
、
字
南
（
次
の

図
の
と
お
り
）

松
崎

急
傾
斜
地

の
崩
壊

伊
具
郡
丸
森
町
小
斎
字
遠
藤
、
字
南
、
字
大

槻
（
次
の
図
の
と
お
り
）

郷
ノ
目

急
傾
斜
地

の
崩
壊

伊
具
郡
丸
森
町
小
斎
字
郷
ノ
目
（
次
の
図
の

と
お
り
）

遠
藤
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

伊
具
郡
丸
森
町
小
斎
字
遠
藤
、
字
南
（
次
の

図
の
と
お
り
）

田
林

急
傾
斜
地

の
崩
壊

伊
具
郡
丸
森
町
大
内
字
田
林
（
次
の
図
の
と

お
り
）

桜
町
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

伊
具
郡
丸
森
町
大
内
字
桜
町
、
字
上
梅
ケ

作
、
字
北
伊
手
（
次
の
図
の
と
お
り
）

桜
町
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

伊
具
郡
丸
森
町
大
内
字
桜
町
（
次
の
図
の
と

お
り
）

山
ノ
神

急
傾
斜
地

の
崩
壊

伊
具
郡
丸
森
町
大
内
字
山
ノ
神
（
次
の
図
の

と
お
り
）

芳
ヶ
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

伊
具
郡
丸
森
町
大
内
字
芳
ヶ
沢
（
次
の
図
の

と
お
り
）

下
塩
ヶ
作

急
傾
斜
地

の
崩
壊

伊
具
郡
丸
森
町
大
内
字
下
塩
ケ
作
（
次
の
図

の
と
お
り
）

沢
田

急
傾
斜
地

の
崩
壊

伊
具
郡
丸
森
町
大
内
字
沢
田
（
次
の
図
の
と

お
り
）

熊
ノ
入

急
傾
斜
地

の
崩
壊

伊
具
郡
丸
森
町
大
内
字
熊
ノ
入
（
次
の
図
の

と
お
り
）

大
戸

急
傾
斜
地

の
崩
壊

伊
具
郡
丸
森
町
大
内
字
大
戸
（
次
の
図
の
と

お
り
）

風
呂

急
傾
斜
地

の
崩
壊

伊
具
郡
丸
森
町
大
内
字
風
呂
、
字
横
手
（
次

の
図
の
と
お
り
）

鍛
冶
屋
敷
の

沢

土
石
流

大
崎
市
鹿
島
台
大
迫
字
二
反
平
（
次
の
図
の

と
お
り
）

次
の
図
の
と

お
り

宮
城
県
土
木
部
防

災
砂
防
課
及
び
宮

城
県
北
部
土
木
事

務
所

前
林

土
石
流

大
崎
市
鹿
島
台
広
長
字
前
林
（
次
の
図
の
と

お
り
）

蒜
沢

土
石
流

大
崎
市
鹿
島
台
広
長
字
八
色
（
次
の
図
の
と

お
り
）

中
田
北
の
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
南
沢
字
中
田
裏
、
字
木
戸
脇

裏
（
次
の
図
の
と
お
り
）

中
田
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
南
沢
字
木
戸
脇
裏
、
字
中
田

（
次
の
図
の
と
お
り
）

下
東
昌
寺
の

沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
下
東
昌
寺
沢
（
次
の
図
の

と
お
り
）

下
東
昌
寺
二

の
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
下
東
昌
寺
沢
（
次
の
図
の

と
お
り
）

下
東
昌
寺
三

の
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
下
東
昌
寺
沢
（
次
の
図
の

と
お
り
）

保
土
一
の
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
保
土
沢
（
次
の
図
の
と
お

り
）

保
土
二
の
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
保
土
沢
（
次
の
図
の
と
お

り
）

保
土
三
の
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
保
土
沢
（
次
の
図
の
と
お

り
）

保
土
四
の
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
保
土
沢
（
次
の
図
の
と
お

り
）

保
土
南
の
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
保
土
沢
、
字
下
東
昌
寺
沢

（
次
の
図
の
と
お
り
）

蛭
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
蛭
沢（
次
の
図
の
と
お
り
）

津
花
河
原
畑

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
鹿
島
台
大
迫
字
津
花
河
原
畑
（
次
の

図
の
と
お
り
）

大
宮
堰

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
鹿
島
台
大
迫
字
大
宮
堰
、
字
樋
渡
浦

（
次
の
図
の
と
お
り
）

上
東
昌
寺
沢

の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
岩
出
山
字
上
東
昌
寺
沢
（
次
の
図
の

と
お
り
）

上
東
昌
寺
沢

の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
岩
出
山
字
上
東
昌
寺
沢
（
次
の
図
の

と
お
り
）

轟
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
岩
出
山
字
轟
（
次
の
図
の
と
お
り
）
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中
田
西

急
傾
斜
地

の
崩
壊

大
崎
市
岩
出
山
南
沢
字
中
田
西
、
字
中
田
裏

（
次
の
図
の
と
お
り
）

新
田
の
沢
１

土
石
流

加
美
郡
加
美
町
下
多
田
川
字
新
田
、
字
渡
戸

（
次
の
図
の
と
お
り
）

新
田
の
沢
２

土
石
流

加
美
郡
加
美
町
下
多
田
川
字
新
田
（
次
の
図

の
と
お
り
）

新
田
の
沢
３

土
石
流

加
美
郡
加
美
町
下
多
田
川
字
東
向
（
次
の
図

の
と
お
り
）

別
所
前
田
の

沢
１

土
石
流

加
美
郡
加
美
町
上
多
田
川
字
大
松
峰
二
番

（
次
の
図
の
と
お
り
）

別
所
前
田
の

沢
２

土
石
流

加
美
郡
加
美
町
上
多
田
川
字
大
松
峰
二
番

（
次
の
図
の
と
お
り
）

別
所
前
田
の

沢

土
石
流

加
美
郡
加
美
町
上
多
田
川
字
大
松
峰
二
番

（
次
の
図
の
と
お
り
）

稲
子
沢

土
石
流

加
美
郡
加
美
町
上
多
田
川
字
大
峰
（
次
の
図

の
と
お
り
）

寒
風
沢

土
石
流

加
美
郡
加
美
町
宮
崎
字
寒
風
沢
一
番
、
字
寒

風
沢
三
番
、
字
新
寒
風
沢
（
次
の
図
の
と
お

り
）

洞
雲
寺
の
沢

土
石
流

加
美
郡
加
美
町
宮
崎
字
洞
雲
寺
二
番
（
次
の

図
の
と
お
り
）

前
田
の
沢

土
石
流

加
美
郡
加
美
町
北
川
内
字
小
沢
口
、
字
久
根

合
（
次
の
図
の
と
お
り
）

柳
沢

土
石
流

加
美
郡
加
美
町
柳
沢
字
上
高
清
水
（
次
の
図

の
と
お
り
）

大
峰

急
傾
斜
地

の
崩
壊

加
美
郡
加
美
町
上
多
田
川
字
大
峰
（
次
の
図

の
と
お
り
）

稲
子
沢
大
畑

急
傾
斜
地

の
崩
壊

加
美
郡
加
美
町
上
多
田
川
字
稲
子
沢
大
畑
、

字
大
松
峰
二
番
（
次
の
図
の
と
お
り
）

大
夫

急
傾
斜
地

の
崩
壊

加
美
郡
加
美
町
上
多
田
川
字
大
夫
、
字
釿
沢

（
次
の
図
の
と
お
り
）

百
沢

急
傾
斜
地

の
崩
壊

加
美
郡
加
美
町
下
多
田
川
字
百
沢
（
次
の
図

の
と
お
り
）

大
通
四
番

急
傾
斜
地

の
崩
壊

加
美
郡
加
美
町
下
多
田
川
字
大
通
四
番
（
次

の
図
の
と
お
り
）

坂
下
三
番

急
傾
斜
地

の
崩
壊

加
美
郡
加
美
町
宮
崎
字
坂
下
三
番
（
次
の
図

の
と
お
り
）

泥
坂
屋
敷

急
傾
斜
地

の
崩
壊

加
美
郡
加
美
町
鳥
屋
崎
字
泥
坂
屋
敷
（
次
の

図
の
と
お
り
）

西
野
の
１

急
傾
斜
地

の
崩
壊

加
美
郡
加
美
町
米
泉
字
西
野
（
次
の
図
の
と

お
り
）

西
野
の
２

急
傾
斜
地

の
崩
壊

加
美
郡
加
美
町
米
泉
字
西
野
（
次
の
図
の
と

お
り
）

大
松
峰

急
傾
斜
地

の
崩
壊

加
美
郡
加
美
町
上
多
田
川
字
大
松
峰
（
次
の

図
の
と
お
り
）

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
は
、
当
該
区
域
の
縦
覧
場
所
の
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
号

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

区
域
の
名
称

土
砂
災
害

の
発
生
原

因
と
な
る

自
然
現
象

の
種
類

区　

域　

の　

所　

在　

地

縦　

覧　

場　

所

郷
ノ
目
沢
２

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
小
斎
字
郷
ノ
目
（
次
の
図
の

と
お
り
）

宮
城
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び

宮
城
県
大
河
原
土
木
事
務
所

土
手
下
沢

土
石
流

伊
具
郡
丸
森
町
舘
矢
間
山
田
字
小
原
瀬
東
、

字
土
手
下
、
伊
具
郡
丸
森
町
大
舘
一
丁
目

（
次
の
図
の
と
お
り
）

貝
抜
沢

土
石
流

大
崎
市
鹿
島
台
大
迫
字
貝
抜
沢
（
次
の
図
の

と
お
り
）

宮
城
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び

宮
城
県
北
部
土
木
事
務
所

保
土
五
の
沢

土
石
流

大
崎
市
岩
出
山
字
保
土
沢
（
次
の
図
の
と
お

り
）

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
は
、
当
該
区
域
の
縦
覧
場
所
の
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
一
号

　

多
賀
城
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年

法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆

の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
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仙
塩
広
域
都
市
計
画
特
別
用
途
地
区

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
二
号

　

多
賀
城
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年

法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆

の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
地
区
計
画

　

２　

名
称　

津
波
復
興
拠
点
地
区
計
画

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
三
号

　

多
賀
城
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年

法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆

の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
地
区
計
画

　

２　

名
称　

宮
内
地
区
計
画

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
四
号

　

多
賀
城
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年

法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆

の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
地
区
計
画

　

２　

名
称　

多
賀
城
駅
周
辺
地
区
計
画

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
五
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

気
仙
沼
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

気
仙
沼
都
市
計
画
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

　

２　

名
称

　
　
　

朝
日
町
地
区
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

三　

事
業
施
行
期
間

　

 　

「
平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
か
ら
平

成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
六
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称
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気
仙
沼
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

気
仙
沼
都
市
計
画
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

　

２　

名
称

　
　
　

赤
岩
港
地
区
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

三　

事
業
施
行
期
間

　

 　

「
平
成
二
十
五
年
四
月
五
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
十
五
年
四
月
五
日
か
ら
平

成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
七
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

多
賀
城
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

　

２　

名
称

　
　
　

八
幡
地
区
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

三　

事
業
施
行
期
間

　

 　

「
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平

成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
八
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

登
米
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

栗
原
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

登
米
市
流
域
関
連
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間

　

 　

「
平
成
五
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
五
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
平

成
三
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

公

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

平
成
三
十
一
年
度
公
共
用
水
域
（
河
川
・
湖
沼
）
水
質
分
析
等

業
務　

一
式

二 　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

環
境
生
活
部
環
境
対
策
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
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町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
二
日

四 　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

公
益
財
団
法
人
宮
城
県
公
害
衛
生
検
査
セ
ン
タ
ー　

仙
台
市

青
葉
区
落
合
二
丁
目
十
五
番
二
十
四
号

五　

落
札
金
額　

三
千
百
八
十
六
万
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
三
十
一
年
二
月
一
日

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

岩
沼
市
字
朝
日
三
十
五
番
、
三
十
六
番
、
三
十
五
番
地

先
の
水
の
一
部

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

仙
台
市
宮
城
野
区
榴
岡
三
丁
目
四
番
一
号

 

セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
東
北
株
式
会
社

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

伊
具
郡
丸
森
町
舘
矢
間
舘
山
字
玉
川
百
三
十
五
番
の
一

部
、
百
三
十
六
番
一
の
一
部
、
百
三
十
八
番
一
、
百
三
十

八
番
二
、
百
三
十
八
番
六
、
百
三
十
九
番
、
百
四
十
番
、

百
三
十
九
番
地
先
の
道

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

伊
具
郡
丸
森
町
字
鳥
屋
百
二
十
番
地
一

 

丸
森
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
市

計
画
法（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
次
の
開
発
区（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

東
松
島
市
赤
井
字
南
一
七
十
一
番
八
、
七
十
四
番
五
、

七
十
四
番
七
、
七
十
五
番
一
、
七
十
六
番
、
七
十
七
番
、

七
十
八
番
、
七
十
九
番
、
八
十
番
、
八
十
五
番
一
、
八
十

五
番
二
、
八
十
六
番
一
、
八
十
六
番
二
、
八
十
七
番
、
八

十
八
番
、
八
十
九
番
、
九
十
番
、
九
十
一
番
、
九
十
二
番
、

九
十
三
番
、
九
十
四
番
、
九
十
五
番
、
九
十
六
番
一
、
百

一
番
二
、
百
二
番
一
、
百
二
番
三
、
百
三
番
、
百
四
番
、

百
五
番
、
百
六
番
、
百
七
番
、
百
八
番
、
百
九
番
、
百
十

番
二
、
百
十
二
番
二
、
百
十
七
番
、
百
十
八
番
、
百
十
九

番
、
百
二
十
番
、
百
二
十
一
番
、
百
二
十
二
番
、
百
二
十

三
番
、
百
二
十
四
番
、
百
二
十
五
番
一
、
百
二
十
五
番
四
、

百
二
十
五
番
五
、
百
三
十
番
三
、
七
十
一
番
八
の
地
先
の

水
、
七
十
四
番
五
の
地
先
の
道
、
七
十
四
番
七
の
地
先
の

水
、
七
十
五
番
一
の
地
先
の
水
、
八
十
五
番
一
の
地
先
の

水
の
一
部
、
百
一
番
二
の
地
先
の
水
、
百
二
十
五
番
五
の

地
先
の
水
、
百
五
番
の
地
先
の
道
の
一
部
、
百
二
番
三
の

地
先
の
道
、
百
三
十
番
三
の
地
先
の
道

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

東
松
島
市
牛
網
字
駅
前
一
丁
目
三
番
地
の
八

 

東
松
島
市
工
務
店
協
同
組
合　
　

教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
一
号

　

宮
城
県
教
育
庁
等
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

教
育
長　
　

髙　
　

橋　
　
　
　
　

仁　
　
　

　
　
　

宮
城
県
教
育
庁
等
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

宮
城
県
教
育
庁
等
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。
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第
七
条
第
一
項
の
表
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
項
中
「
八
時
三
十
分
」
を
「
午
前
八
時
三
十
分
」
に
、「
十
七
時

十
五
分
」
を
「
午
後
五
時
十
五
分
」
に
、「
十
二
時
か
ら
十
三
時
ま
で
」
を
「
午
後
零
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で
」
に
改
め
、

同
条
第
三
項
を
削
る
。

　

第
七
条
の
二
第
一
項
中
「
職
員
勤
務
時
間
条
例
」
を
「
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
宮

城
県
条
例
第
七
号
。
以
下
「
職
員
勤
務
時
間
条
例
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、「
所
属
長
が
別
に
」
を
削
り
、
同
条
第
四

項
中
「
前
条
の
規
定
を
準
用
す
る
」
を
「
午
後
零
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
一
日
の
勤
務
時
間
が
六

時
間
以
下
で
あ
る
場
合
又
は
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
規
定
と
異
な
る
定
め
を
し
て
い
る
所
属
機
関

に
お
い
て
は
、
当
該
所
属
機
関
で
定
め
る
休
憩
時
間
内
で
定
め
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
る
。

　

第
七
条
の
二
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

　

（
休
憩
時
間
変
更
職
員
の
勤
務
時
間
等
）

第 

七
条
の
三　

職
員
勤
務
時
間
条
例
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
休
憩
時
間
を
四
十
五
分
以
上
一
時
間
未
満
と
す
る

職
員
（
以
下
「
休
憩
時
間
変
更
職
員
」
と
い
う
。）
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
第
七
条
及
び
前
条
第
三
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
内
で
割
り
振
る
。
た
だ
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

同
条
第
一
項
の
規
定
と
異
な
る
定
め
を
し
て
い
る
所
属
機
関
に
お
い
て
は
、
当
該
所
属
機
関
で
定
め
る
勤
務
時
間
内

で
割
り
振
る
も
の
と
す
る
。

２ 　

前
項
の
規
定
に
よ
り
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
中
に
置
く
休
憩
時
間
は
、
第
七
条
及
び
前
条
第
四
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
休
憩
時
間
内
で
別
に
定
め
る
。
た
だ
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同

条
第
一
項
の
規
定
と
異
な
る
定
め
を
し
て
い
る
所
属
機
関
に
お
い
て
は
、
当
該
所
属
機
関
で
定
め
る
休
憩
時
間
内
で

定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
早
出
遅
出
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
等
）

第 

七
条
の
四　

職
員
勤
務
時
間
条
例
第
十
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
育
児
又
は
介
護
を
行
う
た
め
の

早
出
遅
出
勤
務
を
す
る
職
員
（
以
下
「
早
出
遅
出
勤
務
職
員
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
は
、
第
七
条
、
第
七
条
の
二

第
三
項
及
び
前
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
午
前
七
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で
の
間
で
勤
務
時
間
を
割
り
振
る

こ
と
が
で
き
る
。

２ 　

前
項
の
規
定
に
よ
り
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
中
に
置
く
休
憩
時
間
は
、
第
七
条
、
第
七
条
の
二
第
四
項
及
び
前

条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
別
に
定
め
る
。　

　

（
時
差
勤
務
時
間
等
）

第 

七
条
の
五　

公
務
の
能
率
の
向
上
及
び
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
図
る
た
め
、
公
務
の
運
営
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る

と
き
は
、
職
員
（
別
に
定
め
る
職
員
、
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
、
任
期
付
短
時
間
勤

務
職
員
、
休
憩
時
間
変
更
職
員
及
び
早
出
遅
出
勤
務
職
員
を
除
く
。）
の
勤
務
時
間
は
、
第
七
条
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
四
十
五
分
ま
で
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２ 　

通
勤
の
た
め
鉄
道
を
利
用
す
る
こ
と
を
常
例
と
す
る
職
員
で
あ
つ
て
別
に
定
め
る
も
の
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員

等
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
、
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
、
休
憩
時
間
変
更
職
員
及
び
早
出
遅
出
勤
務
職
員
を
除

く
。）
に
つ
い
て
、
当
該
鉄
道
の
運
行
時
間
の
事
情
の
た
め
午
前
八
時
三
十
分
に
勤
務
を
開
始
す
る
こ
と
が
著
し
い

負
担
を
伴
う
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
第
七
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
四
十
五

分
ま
で
の
間
で
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
こ
と
が
で
き
る
。

３ 　

前
二
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
勤
務
時
間
中
に
置
く
休
憩
時
間
に
つ
い
て
は
、
第
七
条
第
一
項
の

規
定
を
準
用
す
る
。

第 

七
条
の
六　

公
務
の
能
率
の
向
上
及
び
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
図
る
た
め
、
公
務
の
運
営
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る

と
き
は
、
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
、
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
休
憩
時
間
変
更

職
員
の
勤
務
時
間
は
、
第
七
条
の
二
第
三
項
及
び
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
午
前
九
時
か
ら
午

後
五
時
四
十
五
分
ま
で
の
間
で
割
り
振
る
こ
と
が
で
き
る
。

２ 　

通
勤
の
た
め
鉄
道
を
利
用
す
る
こ
と
を
常
例
と
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
、
任

期
付
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
休
憩
時
間
変
更
職
員
で
あ
つ
て
別
に
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
、
勤
務
の
開
始
を
午
前
八

時
三
十
分
と
割
り
振
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
鉄
道
の
運
行
時
間
の
事
情
の
た
め
当
該
勤
務
時
間
の
開
始
が
著
し
い

負
担
を
伴
う
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
第
七
条
の
二
第
三
項
及
び
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
四
十
五
分
ま
で
の
間
で
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
こ
と
が
で
き
る
。

３ 　

前
二
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
勤
務
時
間
中
に
置
く
休
憩
時
間
に
つ
い
て
は
、
育
児
短
時
間
勤
務

職
員
等
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
つ
て
は
第
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
を
、

休
憩
時
間
変
更
職
員
に
あ
つ
て
は
第
七
条
の
三
第
二
項
の
規
定
を
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

　

附
則
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
夏
季
に
お
け
る
勤
務
時
間
等
の
特
例
）

２ 　

仕
事
と
生
活
の
調
和
の
更
な
る
推
進
を
図
る
た
め
、
公
務
の
運
営
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
分
の
間
、

夏
季
に
お
け
る
職
員
（
別
に
定
め
る
職
員
、
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
、
任
期
付
短
時

間
勤
務
職
員
及
び
早
出
遅
出
勤
務
職
員
を
除
く
。）
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
は
、
第
七
条
、
第
七
条
の
三
、
第

七
条
の
五
及
び
第
七
条
の
六
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一 　

休
憩
時
間
変
更
職
員
以
外
の
職
員　

次
の
表
に
掲
げ
る
勤
務
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
に
定
め
る
勤
務
時

間
及
び
休
憩
時
間

勤
務
の
区
分

始
業
時
刻

終
業
時
刻

休
憩
時
間
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朝
型
勤
務
Ａ

午
前
七
時
三
十
分

午
後
四
時
十
五
分

午
後
零
時
か
ら

午
後
一
時
ま
で

朝
型
勤
務
Ｂ

午
前
八
時

午
後
四
時
四
十
五
分

午
後
零
時
か
ら

午
後
一
時
ま
で

　

二 　

休
憩
時
間
変
更
職
員　

次
の
表
に
掲
げ
る
勤
務
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
に
定
め
る
勤
務
時
間
及
び
休
憩

時
間勤

務
の
区
分

始
業
時
刻

終
業
時
刻

休
憩
時
間

朝
型
勤
務
Ａ

午
前
七
時
三
十
分

午
後
四
時

午
後
零
時
か
ら

午
後
零
時
四
十
五
分
ま
で

朝
型
勤
務
Ｂ

午
前
八
時

午
後
四
時
三
十
分

午
後
零
時
か
ら

午
後
零
時
四
十
五
分
ま
で

３ 　

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
夏
季
に
お
け
る
勤
務
時
間
等
の
特
例
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て

は
、
別
に
定
め
る
。

　

（
委
任
）

４ 　

前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
勤
務
の
指
定
そ
の
他
勤
務
時
間
の
特
例
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い

て
は
、
別
に
定
め
る
。

　

附
則
第
五
項
を
削
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
三
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

政
党
の
支
部

　

イ　

法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
第
一
号
に
係
る
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
と
み
な
さ
れ
る
政
党
の
支
部

政
治
団
体

の

名

称

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

公
職
の
種
類

（
第
一
号
）

一
以
上
の
市
町

村
等
の
区
域
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
る
支
部

届
出
年
月
日

国
民
民
主
党
宮

城
県
第
１
区
総

支
部

桜
井　
　

充

郷
古
正
太
郎

仙
台
市
青
葉

区
本
町
三－

六－

五

参
議
院
議
員

○

平
成
三
十
一
年

二
月
二
十
六
日

国
民
民
主
党
宮

城
県
第
２
区
総

支
部

桜
井　
　

充

佐
藤　

道
昭

仙
台
市
青
葉

区
本
町
三－

六－

五

参
議
院
議
員

○

平
成
三
十
一
年

二
月
二
十
六
日

国
民
民
主
党
宮

城
県
第
６
区
総

支
部

桜
井　
　

充

佐
藤　

道
昭

仙
台
市
青
葉

区
本
町
三－

六－

五

参
議
院
議
員

○

平
成
三
十
一
年

二
月
二
十
六
日

㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　

イ　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

　

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

太
田
初
美
後
援
会

小
山　

一
男

伊
藤　
　

定

柴
田
郡
村
田
町
大
字
菅
生
字
舟
ヶ
沢
四

三－

四

平
成
三
十
一
年

二
月
七
日

か
く
た
充
由
仙
台
後
援

会

千
田　

勝
見

田
中　

伸
弥

仙
台
市
青
葉
区
花
京
院
一－

一－

三
〇

平
成
三
十
一
年

二
月
二
十
一
日

さ
さ
き
や
え
こ
後
援
会

佐
々
木
八
重
子

佐
々
木
八
重
子

岩
沼
市
里
の
杜
二

－

一－

一

平
成
三
十
一
年

二
月
二
十
五
日

持
続
可
能
な
街
づ
く
り

を
考
え
る
会

金
沢　
　

恒

金
沢　
　

恒

栗
原
市
若
柳
字
川
北
片
町
六
二

平
成
三
十
一
年

二
月
一
日

仙
台
生
ま
れ
仙
台
育
ち

現
役
３
４
世
代
と
進
む

子
育
て
福
祉
政
策
の
た

め
に
し
が
ら
み
打
破
へ

！
突
破
す
る
力
を
育
む

ま
っ
す
ぐ
無
所
属
の
会

庄
司　

一
美

高
橋　

伽
羅

仙
台
市
青
葉
区
荒
巻
本
沢
一－

三－

一

三

平
成
三
十
一
年

二
月
十
九
日

仙
台
の
輝
く
未
来
を
実

現
す
る
会

佐
々
木
康
治

村
岡　

玲
子

仙
台
市
青
葉
区
東
照
宮
二－

一－

八

平
成
三
十
一
年

二
月
二
十
一
日

橋
本
け
い
い
ち
と
市
政

を
元
気
に
す
る
会

橋
本　

啓
一

橋
本　

保
男

仙
台
市
泉
区
南
中
山
三－

一
七－

二

平
成
三
十
一
年

二
月
二
十
八
日

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
四
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
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㈠　

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

自
由
民
主
党
鹿
島
台
支

部

衣
川　
　

攻

会
計
責
任
者

の

氏

名

佐
藤　

清
彦

佐
　々

昭
夫

平
成
三
十
一
年

二
月
二
日

自
由
民
主
党
宮
城
県
と

き
わ
会
支
部

内
田　

浩
二

会
計
責
任
者

の

氏

名

大
柳　

伸
彦

遠
藤　

敏
彦

平
成
三
十
一
年

一
月
二
十
三
日

自
由
民
主
党
亘
理
町
支

部

渡
辺　

和
喜

会
計
責
任
者

の

氏

名

木
村　
　

満

渡
辺　

健
一

平
成
三
十
一
年

二
月
一
日

自
由
民
主
党
宮
城
県
参

議
院
選
挙
区
第
一
支
部

愛
知　

治
郎

会
計
責
任
者

の

氏

名

小
畑
有
喜
子

須
田　

浩
司

平
成
三
十
一
年

二
月
六
日

自
由
民
主
党
み
や
ぎ
土

地
改
良
支
部

伊
藤　

康
志

会
計
責
任
者

の

氏

名

髙
橋　

清
隆

千
葉　

敬
記

平
成
三
十
一
年

一
月
三
十
日

立
憲
民
主
党
宮
城
県
第

２
区
総
支
部

鎌
田
さ
ゆ
り

会
計
責
任
者

の

氏

名

古
谷　

千
秋

佐
々
木
雄
一

平
成
三
十
一
年

二
月
一
日

㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

愛
と
緑
と
活
力
あ
る
県

政
研
究
会

金
谷　

政
孝

代

表

者

の

氏

名

金
谷　

政
孝

坂
本　

嘉
彦

平
成
三
十
一
年

二
月
十
三
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

鈴
木　

優
佑

庄
司　

雅
貴

赤
間
し
づ
江
後
援
会

赤
間
し
づ
江

代

表

者

の

氏

名

赤
間
し
づ
江

渡
辺　

要
治

平
成
三
十
一
年

二
月
二
十
四
日

菊
地
康
彦
後
援
会

渡
辺　

義
信

会
計
責
任
者

の

氏

名

菊
地
た
か
子

結
城　

由
美

平
成
三
十
一
年

二
月
十
日

吉
川
ひ
ろ
や
す
を
囲
む

会

島
影　

正
幸

代

表

者

の

氏

名

島
影　

正
幸

松
下　
　

士

平
成
三
十
一
年

二
月
十
三
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

佐
藤　

淳
一

佐
藤　

大
樹

く
ま
が
い
大
後
援
会

菅
井　
　

茂

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

宮
城
郡
利
府
町
し

ら
か
し
台
六－

一

三－

二

仙
台
市
青
葉
区
本

町
一－

一－

八

平
成
三
十
一
年

一
月
一
日

斉
藤
み
つ
や
後
援
会

斉
藤
巳
寿
也

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

気
仙
沼
市
赤
岩
舘

森
七
〇

－

二

気
仙
沼
市
田
中
前

四－

五－

一
七

平
成
三
十
一
年

二
月
十
七
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

斉
藤
巳
寿
也

小
野
寺
ひ
ろ
み

大
志
会

菅
井　
　

茂

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

宮
城
郡
利
府
町
し

ら
か
し
台
六－

一

三－

二

仙
台
市
青
葉
区
本

町
一－

一－

八

平
成
三
十
一
年

一
月
一
日

多
様
な
価
値
を
創
造
す

伊
藤　

優
太

国
会
議
員
関

法
第
十
九
条
の
七

国
会
議
員
関
係
政

平
成
三
十
一
年

る
新
都
市
経
済
研
究
会

２
１

係
政
治
団
体

の

区

分

第
一
項
第
一
号
及

び
第
二
号
に
係
る

国
会
議
員
関
係
政

治
団
体

治
団
体
以
外
の
政

治
団
体

二
月
一
日

政
治
団
体
の

名

称

多
様
な
価
値
を
創

造
す
る
新
都
市
経

済
研
究
会
２
１

伊
藤
ゆ
う
た
後
援

会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
青
葉
区
宮

町
四－

六－

三
〇

仙
台
市
青
葉
区
宮

町
三－

八－

三
八

公
職
の
種
類

（
第
一
号
）

衆
議
院
議
員

公
職
の
候
補

者
の
氏
名
及

び
公
職
の
種

類（
第
二
号
）

伊
藤　

優
太
、
衆

議
院
議
員

早
坂
利
悦
後
援
会

畑
中　

長
悦

会
計
責
任
者

の

氏

名

永
山　

和
則

早
坂　

正
俊

平
成
三
十
一
年

二
月
十
五
日

宮
城
県
商
工
政
治
連
盟

河
南
桃
生
支
部

阿
部　
　

計

代

表

者

の

氏

名

阿
部　
　

計

男
澤　

孝
基

平
成
三
十
年

五
月
二
十
五
日

宮
城
県
商
工
政
治
連
盟

蔵
王
支
部

佐
藤　

正
彦

会
計
責
任
者

の

氏

名

佐
藤　
　

満

佐
藤　

幸
則

平
成
三
十
年

六
月
二
十
八
日

宮
城
県
商
工
政
治
連
盟

南
三
陸
支
部

山
内　

正
文

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

本
吉
郡
南
三
陸
町

志
津
川
字
天
王
山

三
八－

六
四

本
吉
郡
南
三
陸
町

志
津
川
字
本
浜
町

一
〇
七

平
成
三
十
年

六
月
二
十
日

代

表

者

の

氏

名

山
内　

正
文

須
藤
弥
代
治

宮
城
県
商
工
政
治
連
盟

村
田
支
部

渡
邊　

人
志

会
計
責
任
者

の

氏

名

村
上　

照
夫

山
田　
　

勇

平
成
三
十
年

五
月
二
十
六
日

宮
城
県
農
業
会
議
農
政

推
進
連
盟

中
村　
　

功

政
治
団
体
の

名

称

宮
城
県
農
業
会
議

農
政
推
進
連
盟

２
１
宮
城
県
農
政

推
進
同
士
会

平
成
三
十
一
年

二
月
十
八
日

杜
の
都
政
策
研
究
会

鹿
野　

哲
義

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
青
葉
区
大

町
一－

一－

六

仙
台
市
宮
城
野
区

鶴
ヶ
谷
東
三－

二

一－

二
〇

平
成
三
十
一
年

二
月
六
日

や
ま
と
晴
美
後
援
会

大
和　

晴
美

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

亘
理
郡
山
元
町
坂

元
字
町
東
一－

五

一

亘
理
郡
山
元
町
鷲

足
字
中
筋
四
七－

七

平
成
三
十
一
年

二
月
二
十
二
日

若
生
ひ
ろ
と
し
後
援
会

中
鉢　

義
徳

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

富
谷
市
今
泉
鶴
巻

五
一

富
谷
市
成
田
一－

二－

二

平
成
三
十
一
年

二
月
一
日

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
五
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治

団
体
が
解
散
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日



（17）　平成31年３月19日　火曜日 第3043号宮　　城　　県　　公　　報
 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　
　
　
　
　

政　

治　

団　

体　

の　

名　

称

代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　

解
散
年
月
日

石
川
ひ
で
お
後
援
会

石
川　

秀
雄

平
成
三
十
年
十
二
月
三
十
一
日

大
町
え
い
し
ん
後
援
会

大
町　
　

洋

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
八
日

大
山
巖
を
は
げ
ま
す
会

髙
橋　
　

孝

平
成
三
十
年
六
月
三
十
日

木
村
昇
後
援
会

木
村　

仁
洋

平
成
三
十
年
十
二
月
三
十
一
日

政
治
結
社
皇
和
會

大
友　

裕
次

平
成
三
十
年
十
二
月
三
十
日

千
葉
し
み
え
後
援
会

千
葉
志
美
枝

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
八
日

て
し
が
わ
ら
正
樹
と
夢
の
あ
る
「
あ
す
の
柴
田
」
を
つ
く
る
会

鈴
木　

昇
一

平
成
三
十
一
年
一
月
三
十
一
日

柳
原
清
後
援
会

小
林　

立
雄

平
成
三
十
一
年
一
月
三
十
一
日

山
内
昇
一
後
援
会

山
内　

勝
志

平
成
三
十
一
年
二
月
十
八
日

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
六
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
九
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
七
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
三
十
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お

り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
資
金
管
理
団
体
）

千
葉
し
み
え
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
千
葉
志
美
枝

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
七
ヶ
浜
町
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
31. １

. 29（
31. １

. 28解
散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
資
金
管
理
団
体
）

千
葉
し
み
え
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
千
葉
志
美
枝

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
七
ヶ
浜
町
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
31. １

. 29（
31. １

. 28解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

石
川
ひ
で
お
後
援
会

報
告
年
月
日
　
31. ２

. 20（
30. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

大
町
え
い
し
ん
後
援
会

報
告
年
月
日
　
31. ２

. 22（
30. 11. 28解

散
）

１
　
収
入
総
額

396,629 

　
　
　
前
年
繰
越
額

396,629 

２
　
支
出
総
額

0 

大
山
巖
を
は
げ
ま
す
会

報
告
年
月
日
　
31. １

. 28（
30. ６

. 30解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

木
村
昇
後
援
会

報
告
年
月
日
　
31. ２

. 12（
30. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

11,882 

　
　
　
前
年
繰
越
額

11,882 

２
　
支
出
総
額

11,882 
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〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
八
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
三
十
一
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
九
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

３
　
支
出
の
内
訳

　
　
政
治
活
動
費

11,882 

　
　
　
そ
の
他
の
経
費

11,882 

政
治
結
社
皇
和
會

報
告
年
月
日
　
31. ２

. 19（
30. 12. 30解

散
）

１
　
収
入
総
額

20,012 

　
　
　
前
年
繰
越
額

5,245 

　
　
　
本
年
収
入
額

14,767 

２
　
支
出
総
額

20,012 

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
個
人
の
党
費
・
会
費
 

（
４
人
）

14,767

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
政
治
活
動
費

20,012 

　
　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

20,012 

　
　
　
　
宣
伝
事
業
費

20,012 

５
　
資
産
等
の
内
訳

　
〔
動
産
〕

　
　
自
動
車
 

1,500,000
21. 11. 30 

１
台

て
し
が
わ
ら
正
樹
と
夢
の
あ
る
「
あ
す
の
柴
田
」
を
つ
く
る
会

報
告
年
月
日
　
31. ２

. 21（
31. １

. 31解
散
）

１
　
収
入
総
額

38,139 

　
　
　
前
年
繰
越
額

38,139 

２
　
支
出
総
額

0 

柳
原
清
後
援
会

報
告
年
月
日
　
31. ２

. 15（
31. １

. 31解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

山
内
昇
一
後
援
会

報
告
年
月
日
　
31. ２

. 18（
31. ２

. 18解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
資
金
管
理
団
体
）

千
葉
し
み
え
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
千
葉
志
美
枝

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
七
ヶ
浜
町
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
31. １

. 29（
31. １

. 28解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

て
し
が
わ
ら
正
樹
と
夢
の
あ
る
「
あ
す
の
柴
田
」
を
つ
く
る
会

報
告
年
月
日
　
31. ２

. 21（
31. １

. 31解
散
）

１
　
収
入
総
額

38,139 

　
　
　
前
年
繰
越
額

38,139 

２
　
支
出
総
額

0 

柳
原
清
後
援
会

報
告
年
月
日
　
31. ２

. 15（
31. １

. 31解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

山
内
昇
一
後
援
会

報
告
年
月
日
　
31. ２

. 18（
31. ２

. 18解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 
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り
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

資
金
管
理
団

体
の
届
出
を

し
た
者
の
氏

名

資
金
管
理
団
体
の

名　
　
　
　
　

称

異
動
事
項

新

旧

　

異
動
年
月
日

大
和　

晴
美

や
ま
と
晴
美
後
援

会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

亘
理
郡
山
元
町
坂
元

字
町
東
一－

五
一

亘
理
郡
山
元
町
鷲
足

字
中
筋
四
七－

七

平
成
三
十
一
年

二
月
二
十
二
日

〇
宮
選
管
告
示
第
三
十
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
資
金
管
理
団
体
で
な
く
な
っ
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

 
宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
に
よ
る
届
出

資
金
管
理
団
体
の
届
出

を
し
た
者
の
氏
名

資
金
管
理
団
体
の
名
称

資
金
管
理
団
体
で
な
く

な
っ
た
年
月
日　
　
　

千
葉
志
美
枝

千
葉
し
み
え
後
援
会

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
八
日

収
用
委
員
会

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
7
号

　
土
地
収
用
法
（
昭
和
26年

法
律
第
219号

）
第
45条

の
２
の
規
定
に
よ
り
，
次
の
と
お
り
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定

し
た
。

　
　
平
成
31年
３
月
19日

 
宮
城
県
収
用
委
員
会
　
　
　

１
　
起
業
者
の
名
称

　
　
南
三
陸
町

２
　
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　
⑴
　
種
類

　
　
　
志
津
川
都
市
計
画
公
園
事
業

　
⑵
　
名
称

　
　
　
５
・
４
・
１
号
南
三
陸
町
震
災
復
興
祈
念
公
園

３
　
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
土
地
の
所
在
，
地
番
，
地
目
及
び
地
積
等

　
　
土
地
の
所
在
　
宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
中
瀬
町

地
　
番

地
　
　
　
目

地
　
積
（
㎡
）

収
用
し
よ
う
と
す
る

土
地
の
面
積
（
㎡
）

公
　
簿

現
　
況

公
　
簿

実
　
測

47番
２

雑
種
地

雑
種
地

700
700.01

700.01

４
　
土
地
所
有
者
の
氏
名
及
び
住
所

　
　
氏
名
　
株
式
会
社
阿
部
長
商
店

　
　
住
所
　
宮
城
県
気
仙
沼
市
内
の
脇
二
丁
目
133番

地
の
３

５
　
土
地
に
関
し
て
所
有
権
以
外
の
権
利
を
有
す
る
関
係
人
の
氏
名
，
住
所
及
び
そ
の
権
利
の
種
類

　
　
な
し

６
　
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
年
月
日

　
　
平
成
31年
３
月
８
日

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
8
号

　
土
地
収
用
法
（
昭
和
26年

法
律
第
219号

）
第
45条

の
２
の
規
定
に
よ
り
，
次
の
と
お
り
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定

し
た
。

　
　
平
成
31年
３
月
19日

 
宮
城
県
収
用
委
員
会
　
　
　

１
　
起
業
者
の
名
称

　
　
宮
城
県

２
　
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　
⑴
　
種
類

　
　
　
石
巻
広
域
都
市
計
画
公
園
事
業

　
⑵
　
名
称

　
　
　
９
・
５
・
１
号
石
巻
南
浜
津
波
復
興
祈
念
公
園

３
　
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
土
地
の
所
在
，
地
番
，
地
目
及
び
地
積
等

　
　
所
在
　
宮
城
県
石
巻
市
南
浜
町
三
丁
目
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地
　
番

地
　
　
　
目

地
　
積
（
㎡
）

収
用
し
よ
う
と
す
る

土
地
の
面
積
（
㎡
）

公
　
簿

現
　
況

公
　
簿

実
　
測

４
番
３

宅
地

宅
地

118.90
130.40

130.40

４
番
54

宅
地

宅
地

107.11
107.15

107.15

４
　
土
地
所
有
者
の
氏
名
及
び
住
所

　
　
不
明

　
　
た
だ
し
，
三
浦
稔
法
定
相
続
人
（
別
表
１
の
と
お
り
。
以
下
同
じ
。）

　
　
　
な
お
，
三
浦
稔
の
登
記
簿
上
の
住
所
　
東
京
都
新
宿
区
三
栄
町
８
番
地

　
　
又
は
，
亀
山
祐
法
定
相
続
人
（
別
表
２
の
と
お
り
。
以
下
同
じ
。）

　
　
　
な
お
，
亀
山
祐
の
登
記
簿
上
の
住
所
　
石
巻
市
門
脇
字
五
番
谷
地
20番
地
の
２

　
（
注
）
 別
表
１
及
び
別
表
２
に
つ
い
て
は
，
当
委
員
会
事
務
局
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
縦
覧
時
間
は
，
宮

城
県
の
執
務
時
間
を
定
め
る
規
則
（
平
成
元
年
４
月
１
日
宮
城
県
規
則
第
45号
）
に
規
定
す
る
県
の
執
務
時

間
と
す
る
。

５
　
土
地
に
関
し
て
所
有
権
以
外
の
権
利
を
有
す
る
関
係
人
の
氏
名
，
住
所
及
び
そ
の
権
利
の
種
類

　
　
不
明
　
た
だ
し
，

　
⑴
　
土
地
所
有
者
が
三
浦
稔
法
定
相
続
人
で
あ
る
場
合

　
　
　
所
有
権
移
転
仮
登
記
権
者
　
亀
山
祐
法
定
相
続
人

　
⑵
　
土
地
所
有
者
が
亀
山
祐
法
定
相
続
人
で
あ
る
場
合

　
　
　
な
し

６
　
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
年
月
日
　

　
　
平
成
31年
３
月
８
日

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
9
号

　
土
地
収
用
法
（
昭
和
26年

法
律
第
219号

）
第
45条

の
２
の
規
定
に
よ
り
，
次
の
と
お
り
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定

し
た
。

　
　
平
成
31年
３
月
19日

 
宮
城
県
収
用
委
員
会
　
　
　

１
　
起
業
者
の
名
称

　
　
宮
城
県

２
　
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　
⑴
　
種
類

　
　
　
石
巻
広
域
都
市
計
画
公
園
事
業

　
⑵
　
名
称

　
　
　
９
・
５
・
１
号
石
巻
南
浜
津
波
復
興
祈
念
公
園

３
　
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
土
地
の
所
在
，
地
番
，
地
目
及
び
地
積
等

　
　
土
地
の
所
在
　
宮
城
県
石
巻
市
南
浜
町
二
丁
目

地
　
番

地
　
　
　
目

地
　
積
（
㎡
）

収
用
し
よ
う
と
す
る

土
地
の
面
積
（
㎡
）

公
　
簿

現
　
況

公
　
簿

実
　
測

９
番
４

宅
地

公
衆
用
道
路

66.62 
66.61

66.61

４
　
土
地
所
有
者
の
氏
名
及
び
住
所

　
　
持
分
10分
の
３
　
及
川
晴
彦

　
　
宮
城
県
石
巻
市
あ
ゆ
み
野
四
丁
目
10番
地
１

　
　
た
だ
し
，
住
民
票
上
の
住
所
　
宮
城
県
石
巻
市
鮎
川
浜
寺
下
17番
地
５

　
　
な
お
，
登
記
簿
上
の
住
所
　
宮
城
県
石
巻
市
南
浜
町
二
丁
目
９
番
13号

５
　
土
地
に
関
し
て
所
有
権
以
外
の
権
利
を
有
す
る
関
係
人
の
氏
名
，
住
所
及
び
そ
の
権
利
の
種
類

　
　
な
し

６
　
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
年
月
日

　
　
平
成
31年
３
月
８
日


